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　江
戸
か
ら
鬼
門
の
位
置
に
あ
っ
た
筑
波
山
に
、
中

禅
寺
（
現
在
の
筑
波
山
神
社
）
再
建
の
た
め
の
資
材

運
搬
路
を
整
備
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
「
つ
く
ば

道
」
。
後
に
、
筑
波
山
へ
の
参
詣
道
と
し
て
江
戸
方

面
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ
の

「
つ
く
ば
道
」
の
入
り
口
を
示
す
道
標
が
、
ふ
も
と

の
町
、
北
条
に
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
農
村
地
帯
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
職
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
在
郷
商

人
町
と
し
て
発
展
し
、
現
在
も
そ
の
名
残
で
あ
る
店

蔵
や
土
蔵
が
町
の
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま
す
。

り
口
を
入
る
と
、
帳
場
格
子
や
銭
函
、

レ
ジ
ス
タ
ー
、
蓄
音
機
な
ど
、
江
戸

か
ら
昭
和
ま
で
の
商
売
道
具
や
生
活

用
品
が
、
ま
る
で
博
物
館
の
よ
う
に

並
ん
で
い
ま
す
。
中
庭
に
あ
る
穀
物

蔵
は
、平
成
20
年
に
音
楽
ホ
ー
ル
「
宮

清
大
蔵
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
厚
い
土
壁
と
木
の
桟
に
囲
ま

れ
た
蔵
内
は
音
響
が
良
く
、
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
楽
団

員
を
は
じ
め
国
内
外
の
著
名
な
演
奏

家
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
く
ば
道
や
北
条
散
策
の
際
に
は
、

ま
ず
「
北
条
ふ
れ
あ
い
館
」
を
訪
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
こ

は
、
大
正
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
た

旧
田
村
呉
服
店
で
、
国
登
録
有
形
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
・

日
・
祝
日
に
は
無
料
休
憩
所
と
し
て

開
放
さ
れ
、
町
の
情
報
発
信
、
交
流

の
場
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
歩
く
と
、
白
壁
の
店
蔵
が
見

え
て
き
ま
す
。
醤
油
の
醸
造
・
販
売

を
行
っ
て
い
た
宮
本
家
住
宅
は
、
現

存
す
る
建
物
８
棟
が
す
べ
て
国
登
録

有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入

［北条ふれあい館］　土・日・祝日は無料休憩所として開放されます

［宮本家住宅］　昭和40年代の前半まで醤油の醸造と販売
業を営んでいました

﹇
宮
本
家
住
宅
﹈
　筑
波
大
生
の
チ
ー
ム
が
、音
の
響
き
を
生
か
し
た
空
間
を
目
指
し
、穀
物
蔵
を「
宮
清
大

蔵
音
楽
ホ
ー
ル
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
ま
し
た

敷地面積約７００坪の宮本家住宅。店蔵には様々な道具が展
示され、当時の商家の営みが実感できます

北条散策の拠点、北条ふれあい館。平成19年に立ち上げた「北条街づくり振興会」では、地元商店主とともに、筑波大学
の学生たちが活躍しています

かつて皇室献上米だった筑波北条米を使った「北条米スクリーム」。筑波大生のアイデアで生まれました

第3回  つくば市・北条の歴史めぐり～竜巻被害を乗り越えて～

つ
く
ば
道
の
入
り
口
に
あ
る
道
標

み
や
せ
い

1
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3

　筑波山の観光案内所隣に昨年オープンしたお
せんべいカフェ。地元の常陸小田米を使ったお煎
餅やカフェメニューが登山客に好評です。ここで
は、火鉢を囲んで手焼き体験ができます。焼きたて
は格別の味！　トッピングには、地元沼屋本店の
醤油、福来みかんの七味をはじめ、クリームチー
ズ＆ハチミツやヘーゼルナッツチョコ、カレーな
ど好みで選べます。

つくば市筑波1221-3 ℡029-875-8821
日升庵

　
近
く
に
は
、
同
じ
く
国
登
録
有
形

文
化
財
の
旧
矢
中
龍
次
郎
邸
。
約
７

７
０
坪
の
敷
地
内
に
本
館
（
居
住
棟
）

と
別
館
（
迎
賓
棟
）、
そ
し
て
庭
園
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
40
年
も
の
間
空

き
家
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
筑
波
大
学
の

学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
掃
除
・

修
復
と
再
生
に
取
り
組
み
、「
矢
中
の

杜
」
と
し
て
再
び
時
を
刻
み
始
め
ま

し
た
。建
築
、四
季
折
々
の
風
景
な
ど
、

こ
の
場
所
が
持
つ
魅
力
に
惹
か
れ
、

県
外
や
海
外
か
ら
の
来
訪
者
も
多
い

そ
う
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
竜
巻
の

被
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
北
条
地
区
。

［日升庵］　店内には、アンティークの小物がセンス
良く並んでいます

［旧矢中龍次郎邸］　皇族が休息できる迎賓館として建設した別館
は、随所に贅沢な木材を使用、建築に対するこだわりが感じられます

北
条
か
ら
少
し
歩
く
と
、神
郡（
か
ん
ご
お
り
）の
宿
に
入
り
ま
す
。古

い
街
並
と
、格
式
を
誇
る
古
刹
、普
門
寺
が
当
時
を
し
の
ば
せ
ま
す

昭和13年から28年にかけて建てられた旧矢中龍次郎邸。
近代和風住宅で、台所や女中室など家具や生活品が当時の
まま残っています。公開日は土曜日11時～16時。邸宅のガ
イドツアーほか、様々なイベントを行っています

ふくれ

歴
史
が
あ
り
、
今
も
ち
ゃ
ん
と
生
き

て
い
る
街
並
は
、
町
歩
き
の
楽
し
さ

を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
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総
合
開
会
式
は
15
日
、
諫
早
市
の
県
立

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
、

選
手
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
出
演
者
、
観

客
ら
約
２
万
２
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
選
手
団
が
北
海
道
を
先
頭
に
北
か
ら
南

の
順
に
入
場
行
進
。
茨
城
県
選
手
団
１
４

５
人
は
10
番
目
に
行
進
し
、
ス
タ
ン
ド
に

手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。
団
長
は
小
林
由

士
郎
県
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
。
旗

手
は
マ
ラ
ソ
ン
の
坂
本
文
男
さ
ん
�（
東

海
村
）が
務
め
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
に
起
き
た
熊
本
地
震
か
ら
半

年
が
経
ち
、
熊
本
県
選
手
団
は
、
全
国
か

ら
の
支
援
に
対
し
、
感
謝
の
言
葉
を
つ

づ
っ
た
横
断
幕
を
持
ち
、行
進
し
ま
し
た
。

　
国
旗
儀
礼
や
炬
火
台
へ
の
点
火
の
後
、

大
会
会
長
の
中
村
法
道
長
崎
県
知
事
が

「
日
頃
の
練
習
や
活
動
の
成
果
を
存
分
に

　「長崎で　ひらけ長寿の　夢・みらい」をテーマにした第29回全国健康福祉祭ながさき大会（ねん
りんピック長崎2016）が10月15日から18日まで、長崎県内15市町を会場に開催されました。厚生
労働省、長崎県、一般財団法人長寿社会開発センター主催。47都道府県と20政令指定都市から集
まった60歳以上の選手、監督ら過去最多となる約1万600人が出場し、スポーツ、文化活動合わせて
26種目で交流を深めました。

発
揮
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
常
陸
宮
妃
華
子
さ
ま
は

「
実
り
多
い
大
会
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し

て
や
み
ま
せ
ん
」
と
、
お
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　「
み
ら
い
元
気
な
が
さ
き
宣
言
」
で
は
、

長
崎
県
の
選
手
や
小
学
生
ら
４
人
が
「
生

き
る
よ
ろ
こ
び
を
と
も
に
分
か
ち
合
う
。

明
る
い
未
来
へ
つ
な
げ
る
」と
誓
い
ま
し

た
。

　
式
典
前
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
４
千
人
が
長
崎

の
歴
史
や
文
化
を
表
現
し
た
ダ
ン
ス
な
ど

で
全
国
か
ら
の
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
本
県
選
手
団
は
16
、
17
の
両
日
、
卓
球

や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
囲

碁
、
将
棋
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
交
流
大

会
で
19
種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。
最
年
長

は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム
の
広

瀬
美
代
さ
ん
�（
石
岡
市
）。

　
本
県
勢
は
マ
ラ
ソ
ン
や
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
、
水
泳
の
３
つ
の
種
目
で
優
勝
者
が
出

る
な
ど
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。（
本
県
勢

の
上
位
入
賞
者
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
）

　
来
年
は
、
秋
田
県
で
９
月
９
日
か
ら
12

日
ま
で
の
４
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

ステージ前に旗手が一堂に集まり、長崎県の選手や小学生らが
「みらい元気ながさき宣言」

市立諫早中学校から贈られた横断幕と共に行進する本県選手団

入場行進で帽子を振り、スタンドの声援に応える茨城県選手団＝諫早市の県立総合運動公園陸上競技場

総合開会式のフィナーレに風船が放たれると、スタンドから歓声と拍手が沸
いた＝諫早市の県立総合運動公園陸上競技場

アトラクションでは長崎県の歴史や文化、未来を表現した見事なパフォーマ
ンスが見られた

熱戦と交流深めた４日間

特集

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
美

術
展
も
10
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
の
４

日
間
、
長
崎
市
出
島
町
の
長
崎
県
美
術

館
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
洋

画
や
書
、
写
真
、
彫
刻
な
ど
６
部
門
の

優
秀
作
、
力
作
合
わ
せ
て
５
４
２
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
今
年

２
月
に
水
戸
市
千
波
町
の
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た「
第
20
回
茨
城
県

健
康
福
祉
祭
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
文
化

祭
　わ
く
わ
く
美
術
展
」で
県
知
事
賞
を

受
賞
し
た
11
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
工
芸
で
細
谷
隆
さ
ん
�

（
取
手
市
）の「
金
蕎
麦
釉
面
取
花
器
」

が
銀
賞
、書
で
池
延
き
よ
子
さ
ん
�（
阿

見
町
）の「
王
勃
詩
」が
銀
賞
、
日
本
画

で
蛭
田
要
さ
ん
�（
つ
く
ば
市
）の
「
水

族
館
の
岩
魚
」
が
銅
賞
で
し
た
。

細
谷
さ
ん（
取
手
市
）ら
３
人
入
賞

ねんりんピック長崎 2016 美術展

力作が並んだねんりんピック長崎2016美
術展＝長崎市出島町の長崎県美術館

本
県
は
19
種
目
に
参
加
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総
合
開
会
式
は
15
日
、
諫
早
市
の
県
立

総
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運
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公
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上
競
技
場
で
開
か
れ
、

選
手
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
出
演
者
、
観

客
ら
約
２
万
２
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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。
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事
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マ
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ソ
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坂
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文
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さ
ん
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東
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務
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し
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。
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に
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か
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半
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は
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全
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か

ら
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援
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対
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づ
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横
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。
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し
た
。
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本県選手・チームの上位入賞者（敬称略）

マラソン　70歳以上３キロの部　菅谷隆（72）＝水戸市
ダンススポーツ個人ラテンの部チャチャチャ

平沢一夫（65）惠子（66）ペア＝茨城町
ダンススポーツ個人ラテンの部ルンバ

平沢一夫（65）惠子（66）ペア＝茨城町
水泳　バタフライ70～74歳の部25メートル　小池康隆（73）＝利根町
水泳　バタフライ70～74歳の部50メートル　小池康隆（73）＝利根町
水泳　背泳ぎ80歳以上の部25メートル　大貫三知雄（80）＝日立市
水泳　背泳ぎ80歳以上の部50メートル　大貫三知雄（80）＝日立市

太極拳　オアシス＝取手市
ソフトバレーボール　ミックスキャンディー＝水戸市
水泳　平泳ぎ60～64歳の部25メートル　松井幸子（61）＝石岡市
水泳　背泳ぎ60～64歳の部25メートル　山口由美（63）＝龍ケ崎市
ダンススポーツ　茨城県

マラソン　60～69歳３キロの部　須藤由子（60）＝かすみがうら市
剣道　茨城県
水泳　平泳ぎ60～64歳の部50メートル　松井幸子（61）＝石岡市
水泳　平泳ぎ80歳以上の部50メートル　中村暁（80）＝水戸市

優　勝

準優勝

第３位

「ねんりんピック長崎」写真グラフ本県選手 各競技で健闘そして笑顔で交流

平沢ペア（茨城町）が優勝
団体は準優勝ダンススポーツ・ラテンの部チャチャチャとルンバ

ダンススポーツ団体で準優勝の本県チーム＝佐世保市
東部スポーツ広場体育館

優秀賞を受賞した将棋の本県チーム＝時津町コスモス
会館

ダンススポーツ個人のラテンの部チャチャチャとルンバで優勝した平沢一夫さん、惠子さん
ペア＝佐世保市東部スポーツ広場体育館

菅谷さん（水戸市）が優勝
マラソン　70歳以上　3キロ

トラックに入り、ラストスパートをかける菅谷さん＝諫早市の県立総合運動公園陸上競技場

太極拳で準優勝したオアシス（取手市）＝佐世保市体育文化館

熊本県チーム陣内に攻め入る本県チーム＝島原市営平成町人工芝グラウ
ンド

愛媛県チームを相手に力投する本県チームの投手＝諫早
市のなごみの里運動公園

盤上で熱戦が繰り広げられた囲碁＝西海市西彼総合体育館

凛
と
し
た
空
気
が
会
場
を
包
む
弓
道

場
で
次
々
と
矢
を
放
つ
本
県
チ
ー
ム

＝
島
原
市
霊
丘
公
園
体
育
館
・弓
道
場

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
団
体
で
優
秀
賞
の
伊
奈
グ

リ
ー
ン
ズ
＝
平
戸
市
総
合
運
動
公
園
ラ
イ
フ

カ
ン
ト
リ
ー

（
硬
式
）テ
ニ
ス

　対
大
分
県
戦

で
善
戦
す
る
女
性
ペ
ア
＝
佐
世

保
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
庭
球
場

特集

　本県選手団は大会26種目
のうち19種目にエントリーし、
マラソンやダンススポーツ、太
極拳などで上位入賞を果たし
ました。本県選手の活躍ぶり
を写真グラフで追いました。

佐賀県

福岡県

長崎県

オ
ア
シ
ス（
取
手
市
）準
優
勝 

太
極
拳
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―

還
暦
後
の
旅
歩
き―

北
イ
ン
ド
で
ブ
ッ
ダ
の
足
跡
を
辿
る

い
き
い
き
人
生い

る
の
で
、
気
温
が
少
し
上
が
る
と
霧

が
発
生
し
や
す
い
の
だ
と
い
う
。
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
周
辺
の
ガ
ン
ジ
ス
河
中
流
地
域

は
、
広
大
な
水
田
農
業
地
域
で
あ
る
。

東
西
１
０
０
０
㌔
、
南
北
３
０
０
㌔
の

こ
の
広
大
な
地
域
に
、
日
本
の
国
土
が

す
っ
ぽ
り
入
っ
て
し
ま
う
。

　４
時
間
ほ
ど
走
り
、
午
後
２
時
頃
に

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
着
く
。
ホ
テ
ル
で
定
番

の
カ
レ
ー
を
食
べ
、
日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
つ
く
っ
た
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
河
の
橋

を
渡
り
、
対
岸
の
セ
ー
ナ
村
に
行
く
。

こ
こ
は
難
行
で
疲
れ
果
て
た
ブ
ッ
ダ
が

村
の
娘
ス
ジ
ャ
ー
タ
か
ら
乳
粥
を
勧
め

ら
れ
た
と
い
う
所
。
そ
こ
は
ス
ジ
ャ
ー

タ
の
家
か
ら
１
㌔
ほ
ど
東
に
あ
り
、
２

５
０
０
年
前
と
あ
ま
り
変
化
が
な
い
よ

う
に
思
え
た
。
近
く
に
ア
ウ
ト
カ
ー
ス

ト
の
ハ
リ
ジ
ャ
ン
の
住
ま
い
が
あ
る

が
、
こ
れ
も
当
時
と
そ
の
ま
ま
の
よ
う

に
思
え
た
。
覚
り
を
開
く
直
前
の
ブ
ッ

タ
は
、
ハ
リ
ジ
ャ
ン
の
こ
の
姿
を
ど
の

よ
う
に
見
据
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　来
た
道
を
戻
っ
て
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の

中
心
に
あ
る
マ
ハ
ボ
デ
ィ
寺
に
行
く
。

靴
を
脱
ぎ
素
足
で
寺
に
入
る
。
観
光
客

と
信
者
で
寺
は
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
こ

の
寺
は
12
世
紀
の
イ
ス
ラ
ム
支
配
後
に

埋
も
れ
、
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
発

見
さ
れ
、
掘
り
出
さ
れ
復
興
さ
れ
た
と

い
う
。
左
側
か
ら
寺
の
後
ろ
に
回
る
と

ブ
ッ
ダ
が
覚
り
を
開
い
た
と
い
う
台
座

と
菩
提
樹
が
あ
る
。
こ
こ
は
最
も
神
聖

な
空
間
で
あ
る
。
周
囲
は
お
祈
り
を
す

る
信
者
で
満
員
で
あ
る
。
な
ぜ
か
わ
か

ら
な
い
が
こ
の
場
所
だ
け
は
、
２
５
０

０
年
前
の
姿
が
生
き
残
っ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。

　案
内
の
人
の
説
明
に
よ
る
と
、
ブ
ッ

ダ
は
こ
こ
で
５
つ
の
悟
り
を
開
い
た
と

い
う
。
そ
の
場
所
は
少
し
ず
つ
離
れ
て

い
た
。
案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た
人
の

店
で
、
記
念
に
菩
提
樹
の
実
で
作
っ
た

数
珠
を
買
っ
た
。
寺
を
出
る
と
色
々
な

国
の
仏
教
徒
が
寄
進
し
た
寺
が
あ
る
。

そ
の
中
の
日
本
寺
に
寄
っ
て
み
た
。
夕

刻
迫
る
午
後
３
時
で
、
読
経
の
最
中
で

あ
っ
た
。
信
徒
が
10
名
ほ
ど
い
た
。
寺

の
空
間
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
僧
の
声

は
、
人
の
声
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
厳

か
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

　ホ
テ
ル
に
戻
る
と
、
前
の
道
路
で
ラ

マ
教
信
徒
の
少
年
た
ち
が
柿
色
の
袈
裟

を
着
て
、
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
遊
ん

で
い
た
。

　第
二
の
人
生
と
し
て
、
仕
事
を
継
続

す
る
人
や
起
業
す
る
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
地
域
に
貢
献
す
る
人
、
趣
味
を
謳

歌
す
る
人
な
ど
生
き
方
は
十
人
十
色
。

第
２
回
目
に
続
き
、
元
常
磐
大
学
教
授

の
松
村
直
道
さ
ん
が
、
還
暦
後
訪
ね
た

ブ
ッ
ダ
が
覚
り
を
開
い
た
聖
地
、
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
を
旅
し
た
旅
行
記
を
お
届
け
し

ま
す
。

　２
０
１
２
年
12
月
29
日
、
サ
ー
ル

ナ
ー
ト
か
ら
東
へ
約
２
５
０
㌔
離
れ
た

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
向
か
い
、
国
道
２
号
線

を
走
る
。
霧
の
中
か
ら
対
向
車
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
が
突
然
現
れ
る
。
冬
の
湿
度

が
比
較
的
高
い
の
に
、
地
面
が
冷
え
て

菩提樹…神聖な空間広がる
　　　 　ブッダが覚りを開いた地

昭和20年群馬県太田市生まれ。東京
大学大学院教育学研究科博士課程修
了。茨城大学教授を経て常磐大学教
授。平成28年３月に同大学退職、前
茨城県社会福祉協議会理事、NPＯ法
人介護支援いばらき理事長。

松村　直道さん

第
３
回

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ

次
回
は
、
ラ
ー
ジ
キ
ル
と
世
界
最
古
の
大

学
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

ブッダガヤのスジャート遺跡、中央右側に村の娘スジャータの姿が見える

ブッタが覚りを開いた菩提樹前の金剛座 マハボディ寺の仏足跡

ブッダガヤ近郊の農家、牛が大切にされている
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１、待ってあげましょう
　子どもは言ってもすぐにはしてくれません。
自分の興味や関心が先に立ってしまい、言われ
たことが後回しになってしまうからです。やり
出すのをちょっと待ってあげ、そしてやる順番
を根気よく教えてください。子どもは言われた
とおりにはなかなかできません。やることがま
だ上手でないからです。お孫さんがうまくでき
ないと、じぃじ・ばぁばは口や手を出し、一方
的に教えてしまいがちです。どんなことにも上
達するのを待つことが望まれます。

２、聞いてあげましょう
　話をよく聞いてあげると子どもは、一生懸命
話してくれます。一生懸命に話すことにより言
葉の力と考える力を蓄えます。話を聞いてあげ
ることは知的能力を育てる大事な教育です。
じぃじ・ばぁばが「うんうん」と話を聞いてあ
げると、お孫さんは「うんうん」と話を聞くこ
とを身につけます。話をよく聞いてもらえてい
る子は、人の話を聞ける子になります。お孫さ
んの話を最後まで聞いてあげてください。

３、話をしてあげましょう
　お孫さんと話すということは、教えることで
も納得させることでもなく、自分の知っている
ことや体験を話し、「こう思う」「楽しかっ
た」などとじぃじ・ばぁばの考えや気持ちを伝
えることです。お孫さんの興味や関心に合わせ
た話をすることも大事ですが、身近な出来事や
じぃじ・ばぁばの子ども時代のこと、パパ・マ
マの子どもの頃のことなどを話してあげると、
お孫さんはよく聞いてくれます。そして、お孫
さんの世界が広がります。

４、認めてあげましょう
　認めるということは出来ばえだけでなく、頑
張りや小さな成長を「すごい」「よくやれた」
と心から喜ぶことです。認められて育てられて
いる子どもは、何事にも自信を持って意欲的に
取り組みます。お孫さんのよいところに目を向
けると、認める気持ちが自然に出てきます。お
孫さんのやったこと、やれたことをいっぱい認
め、それを喜びの言葉や動作、表情で伝えてく
ださい。

５、叱ってあげましょう
　叱ることは痛い目に合わせることでなく、教
えることです。自分や人に危ないことはしな
い、人の嫌がることはしない、社会に許されな
いことはしないということを「危ない」「それ
しない」と毅然と教えることです。教えるのは
大人の責任です。お孫さんにかわいそうな思い
をさせたくない、嫌われたくないなどの気持ち
が働き、叱れないことはないでしょうか。やめ
てほしい行為だけを叱るのであれば、悲しませ
ることも嫌われることもありません。

孫と関わる基本今回のテーマ

昭和18年常総市（旧石下町）生まれ。下
妻一高・千葉大学文理学部（心理学専
攻）卒。児童相談所を経て平成７年より
つくば国際短期大学教授。現在、下妻小
友幼稚園教諭、下妻市保健センター発達
相談員、湯原病院臨床心理士。著書に
「新渡戸『武士道』に見るわが国の道徳
的土壌」「保育カウンセリングの理論と
実践」「小学校でのびる子を育てる　３
歳からの孫育て・子育て実践」など多数。

じぃじ ばぁば 孫育ての

次回は、“孫と関わる実際”
についてお届けします。

下妻小友幼稚園教諭 浅野　房雄
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　80歳の栗山さんは「死んでもいいからみんな
と一緒に行かせてください！」と私に迫った。そ
れはマッターホルンを間近に見に行こうという前
夜の壮行会の時だった。
　1992年であるからもう四半世紀も前の話にな
る。言語聴覚士の故遠藤尚志氏の計画で、失語症
の人たちとロンドンに行ったことがある。目的は
日本の失語症の人たちと英国の失語症の人たちと
交流することであった。

　ご承知のように失語症は脳の言語野という場所
が脳卒中や脳外傷で障害を受け、読む、聞く、書
く、話す、などの言語の機能がいろいろの程度に
障害を受ける。計算ができないこともある。知能
や感情がおかしくなったわけではないが、失語症
という障害を知らない人には理解されにくく、時
に認知症と間違われたりする。日本語をうまく話
せない日本人と英語をうまく話せない英国人と交
流をしようというのであるから突飛な気もする
が、遠藤さんは言葉を話せない苦しみはどこの国
の人も同じで、心の交流はできるはずだという信
念から計画され、大旅団を組んだのである。
　交流会はロンドンのビッグベンの対岸にあるセ
ントトーマス病院の大講堂で行われた。この病院
はナイチンゲールが働いていた由緒ある病院であ
る。交流会は、失語症者同士お互い手を取り合
い、双方怪しげな言葉を使いながら楽しく、賑や
かに行われた。フィナーレでは全員壇上で肩を組
みあい、歌を歌っていた。会は感動的で、遠藤さ
んの予想通り交流会は大成功であった。

　この大旅団はロンドンからスイスに渡った。ス
イスの旅程にマッターホルンの見学があった。
ツェルマットに宿をとり、間近にマッターホルン
を見るため、翌日ケーブルに乗ってもっと高い展
望台に上がることになっていた。ツェルマットが

すでに標高が高く、それよりまだ高所は空気が薄
くなるので、医師の診断書をとっておいてもらっ
た。２人の人が展望台に上がることを禁じられて
いた。栗山さんはその１人であった。
　栗山さんに「死んでも行きたい」と迫られ、私
は困って、参加者の同病の人たちに意見を聞い
た。同病の人たちは、「本人がいいと言っている
のですから、行かしてあげたら。もう一生来るこ
とはないのだから」と簡単な答えだった。もう１
人禁じられていた人は登らなかった。私は展望台
には上がらず、その人と下で皆の帰りを待つこと
になった。

　展望台から降りてきた仲間に栗山さんの様子を
尋ねた。途中から栗山さんは「はあ、はあ」した
ようだが、展望台から間近に迫るマッターホルン
を見上げて、「生きていてよかった！」と言った
そうだ。私は「生きていてくれてよかった」と
思った。
　それ以上に「生きていてよかった！」と言って
くれて、ツアーの仲間も皆そう思っているのかと
うれしくなった。
　時にテレビでマッターホルンが映った時は、も
う25年も前になる栗山さんの「死んでもいいか
ら･･･」と「生きていてよかった！」を思い出
し、ひとり「ふふふ･･･」と思い出し笑いをして
しまう。

おおた・ひとし
昭和11年香川県生まれ。東京医科歯科大学医
学部を卒業。伊豆逓信病院理学診療科部長、
副院長を経て平成７年茨城県立医療大学教
授、翌年同大学付属病院長。17年４月県立健
康プラザ管理者、県立医療大学付属病院名誉
院長。茨城県地域リハビリテーション普及促
進協議会会長、茨城県介護予防推進委員会委
員長などを務める。著書に「老いぬさまでいよ
う」「ドクター大田のリハビリ千話①～③」「リ
ハビリ忍法帖」「よりぬきリハビリ忍法帖」（い
ずれも茨城新聞社）。その他多数。医学博士。

「生きていてよかった！」テーマ

終わりよければ…堪忍袋の緒が切れそう vol.82

茨城県立健康プラザ  〒310-0852 水戸市笠原町 993-2 いばらき予防医学プラザ内 TEL.029-243-4171

県立健康プラザ管理者 大田　仁史
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おでかけガイド
1月2月3月

　関東の霊峰、日本百名山の一つ・筑
波山の山頂からはつくば市、土浦市、
東京都心の夜景、東京タワーの光な
ど、遠く関東平野の夜景を一望するこ
とができます。地上にきらめくスター
ダストと天空にきらめく星空を満喫で
きます。
●会場＝筑波山ロープーウェイ
時間：午後５時～
　　　同９時
　　　20分間隔で
　　　運転
☎029（866）0611
 （筑波観光鉄道）

筑波山ロープウェイ
スターダストクルージング～夜の空中散歩～
～２月26日㈰（土日祝日のみ運行／
12月26日～30日は平日も運行）

　「年の初めに白馬を見ると一年の邪
気が払われる」という信仰による鎌倉
時代から続く神事。馬が踏んだ小石な
どは恋愛成就のお守りになるといわれ
ています。
●会場＝鹿島神宮　時間：午後６時～
☎0299（82）1209（鹿島神宮）

白馬祭
１月７日㈯

　古くから人々に愛されてきた松竹梅
や富士山といった福を象徴する題材を
描いた日本画や一橋徳川家伝来の染
織、板谷波山の陶磁器など新年を迎え
る時期にふさわしい作品26点を紹介。
●会場＝茨城県天心記念五浦美術館
開館時間：午前９時30分～午後５時

（月曜日休館） ☎0293（46）5311
（茨城県天心記念五浦美術館）

招福 吉祥のかたち
～1月15日㈰

　最高級の品質を誇り、全国のそば職
人から高い評価を得ている水府の「常
陸秋そば」の香り、風味、こし、絶品
の旨さが堪能できます。加盟店が、地
元産のそばを使った限定メニューを提
供します。
●会場＝常陸太田市内まつり参加店
☎0294（85）1116
（常陸太田市観光物産協会水府支部）

常陸太田そばまつり
２月１日㈬～28日㈫

　2002年から街おこしの一環ではじ
まった「真壁のひなまつり」。当初は
約40軒に飾られていましたが、今で
は160軒ほどに。明治、大正、昭和、
平成各時代の雛人形が華やかに街を彩
ります。
●会場＝桜川市・真壁の街並み
☎0296（55）1111
（桜川市商工観光課）

真壁のひなまつり
～３月３日㈮

　古河公方公園には、5種類のハナモ
モがあり、公園内は、鮮やかなピンク
色で染められます。野点や郷土物産品
の販売、ステージイベントなどの催し
が予定されています。
●会場＝古河公方公園（古河総合公園）
☎0280（23）1266（古河市観光協会）

第41回古河桃まつり
３月18日㈯～４月５日㈬

　袋田の滝のライ
トアップは、大子
町の風物詩です。
雄大に落ちる水の
流れを荘厳な墨絵
のイメージで浮か
び上がらせます。
冬は凍結し氷瀑へ
と変わっていく様
子が楽しめます。
●会場＝袋田の滝　
入場料金：大人300円／子ども150円
時間：日没～午後８時まで
☎0295（72）0285（大子町観光協会）

大子来人
袋田の滝ライトアップ
～１月29日㈰
（金・土・日・祝日及び年末年始）

　日本画壇を代表する画家・東山魁夷
が、10年を費やして完成させた画業
の集大成「唐招提寺御影堂障壁画」全
68面を茨城で初公開。日本の豊かな
自然と鑑真の故郷・中国の風景をテー
マに描いた傑作が並びます。
●会場＝茨城県近代美術館
開館時間：午前９時30分～午後５時

（会期中は無休）
☎029（243）5111（茨城県近代美術館）

企画展
「東山魁夷 唐招提寺御影堂 障壁画展」
２月11日㈯～４月２日㈰

東山魁夷
「唐招提寺御影堂障壁画
濤声」（部分）1975年
唐招提寺蔵

横山大観「山に因む十題　霊峰四趣　其一春」
昭和15年(1940)　茨城県近代美術館蔵

お う 　 め 　 さ い

ひがしやま  かい   い   　とうしょう だい   じ    み  えい どう しょう へき　が　てん

　水戸に春の訪れを告げるまつり。日
本三名園の偕楽園では、紅白の100
種、3000本が咲き競い、かぐわしい
香りで来場者を出迎えします。期間中
は、野点茶会や夜の祭典・夜・梅・祭
などが開催されます。
●会場＝偕楽園、弘道館
　☎029（224）0441（水戸観光協会）

第121回
水戸の梅まつり
～３月31日㈮
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ほっとパーク
鉾田

当間小

鉾田署 鉾田
市役所

鉾田
第二高

鉾田
駅前郵便局

鉾田総合公園

ファーマーズ
マーケット
なだろう

当間 新
鉾
田

大
洗
鹿
島
線

110

2

8

　豊
か
な
自
然
林
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
場

所
に
立
地
す
る
。
大
浴
場
、
露
天
風
呂
、

全
身
浴
、
圧
注
浴
、
サ
ウ
ナ
な
ど
が
あ

り
、
男
湯
、
女
湯
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
が
異
な

る
い
ろ
い
ろ
な
お
風
呂
が
楽
し
め
る
。
露

天
風
呂
は
東
屋
風
の
屋
根
が
あ
り
、
雨
の

日
で
も
安
心
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ

ル
シ
ウ
ム―

硫
酸
塩
温
泉
。
よ
く
温
ま
る

と
評
判
の
天
然
温
泉
で
、
美
肌
効
果
も
期

待
で
き
る
と
い
う
。

　第
１
、
第
３
水
曜
日
の
休
業
日
の
翌
日

に
、
男
湯
と
女
湯
を
交
替
し
て
い
る
。
風

呂
の
湯
は
営
業
終
了
後
、
毎
晩
交
換
し
て

い
る
。
70
畳
の
大
広
間
は
休
息
と
と
も
に

食
事
も
で
き
る
。
売
店
で
は
地
元
産
の
お

土
産
や
新
鮮
な
野
菜
を
販
売
し
て
い
る
。

入 館 料／平日大人600円、休日800円、夜間
　　　　 （午後4時～午後8時）500円
　　　　　※こどもはいずれも半額
営業時間／午前10時～午後8時
定 休 日／毎月第1、第3水曜日（休日の場合は

翌日）、12月31日、1月1日、1月2日
主な施設／男女大浴場、サウナ、露天風呂など
泉　　質／ナトリウム・カルシウム―硫酸塩
　　　　　温泉
主な効能／神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、

運動麻痺、冷え症、動脈硬化症など
交　　通／車：常磐自動車道・高萩ICから約
　　　　　　　５分
　　　　電車：JR常磐線南中郷駅から車で約
　　　　　　　7分
駐 車 場／100台

北茨城市中郷町日棚1748
TEL0293－44－0026

茨城日帰り入浴ガイド

北 茨 城 市

♨

趣
向
異
な
る
お
風
呂
満
喫

イベント情報や定休日は事前に
当該施設にご確認下さい。

中郷温泉

通りゃんせ

　泉
質
の
違
う
２
種
類
の
天
然
温
泉
が
楽

し
め
る
。
１
号
泉
の
鉾
田
温
泉
は
ナ
ト
リ

ウ
ム
塩
化
物
炭
酸
水
素
塩
泉
で
、
露
天
風

呂
や
全
身
部
分
浴
に
湯
を
送
っ
て
い
る
。

褐
色
で
多
少
ぬ
る
っ
と
し
た
感
じ
が
し
、

保
湿
効
果
が
高
く
、「
美
肌
の
湯
」と
も
い

わ
れ
る
。
２
号
泉
の
鉾
田
当
間
の
郷
温
泉

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
強
塩
泉
で
、
寝
湯

に
使
用
し
て
い
る
。
無
色
だ
が
、
か
な
り

塩
分
を
感
じ
、
体
の
芯
か
ら
よ
く
温
ま
り

冷
め
に
く
い
の
で
体
が
ぽ
か
ぽ
か
に
な
る
。

　こ
の
ほ
か
、
炭
酸
浴
や
サ
ウ
ナ
、
地
元

の
食
材
が
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店

も
あ
る
。
温
泉
プ
ー
ル
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

施
設
も
あ
り
、
家
族
連
れ
で
遊
ん
で
、
食

べ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

入 浴 料／一般（中学生～64歳）850円※午後
5時以降750円、高齢者（65歳以上）

　　　　　450円、こども（3歳～小学生）350円
営業時間／午前10時～午後9時
　　　　　（受付は午後8時30分まで）　
定 休 日／毎週水曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　　年末年始
主な施設／男女風呂・露天風呂、炭酸浴など
泉　　質／1号泉：ナトリウム塩化物炭酸水素

塩泉
　　　　　2号泉：ナトリウム塩化物強温泉
主な効能／神経痛、筋肉痛、関節痛、うちみ、

くじきなど
交　　通／車：常磐自動車道・千代田石岡IC
　　　　　　　から約50分、東関東自動車道・
　　　　　　　茨城空港北から鉾田方面へ約
　　　　　　　20分、同・潮来ICから約50分
　　　　電車：鹿島臨海鉄道大洗鹿島線・新鉾
　　　　　　　田駅下車、車で約10分
駐 車 場／220台

鉾田市当間220
TEL0291－34－1211

鉾　田　市

泉
質
違
う
２
種
類
の
温
泉

ほっとパーク鉾田

た
ぎ
ま

高萩IC

常
磐
線

磯原中

明徳小

中郷中

松岡中

石岡小 6

陸
前
浜
街
道

高萩
清松高

中郷温泉　通りゃんせ

磯原
温泉

北
茨
城
Ｉ
Ｃ

常
磐
自
動
車
道

10

22

69

67

299
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　寒
い
季
節
に
な
る
と
、
暖
房
器
具

等
の
誤
っ
た
使
用
方
法
や
不
注
意
に

よ
り
、
高
齢
者
が
や
け
ど
を
し
た
と

の
事
故
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　腰
に
カ
イ
ロ
を
貼
り
、

電
気
毛
布
を
使
用
し
た
ま

ま
就
寝
し
た
。
翌
朝
カ
イ
ロ
を
は
が

す
と
痛
が
ゆ
さ
が
あ
っ
た
の
で
、
皮

膚
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
皮
膚
の

深
い
部
分
ま
で
や
け
ど
を
し
て
い
た
。

　高
齢
者
が
低
温
や
け
ど
に
な
る
原

因
の
製
品
は
、
カ
イ
ロ
が
最
も
多
く
、

次
い
で
湯
た
ん
ぽ
、ス
ト
ー
ブ
類
、
電

気
毛
布
、
あ
ん
か
の
順
と
な
り
ま
す
。

　低
温
や
け
ど
は
普
通
の
や
け
ど
に

比
べ
て
痛
み
が
少
な
く
、
水
ぶ
く
れ

な
ど
も
で
き
に
く
い
た
め
、
一
見
軽

症
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
表
皮
よ

り
も
深
い
真
皮
ま
で
や
け
ど
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
高
齢
者
は
若
年
者
に
比
べ
皮
膚

が
薄
く
、
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い

る
た
め
重
症
に
な
り
や
す
く
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

シニアの消費者トラブル 暖房器具

低
温
や
け
ど
に
ご
注
意
を

茨
城
県
歯
科
医
師
会
　小
野
寺 

鏡
子

シ
ニ
ア
の
口
腔
ケ
ア

　低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

長
時
間
同
じ
場
所
を
温
め
な
い
こ
と

が
重
要
で
す
。
暖
か
く
感
じ
る
程
度

の
温
度
で
も
、
長
時
間
皮
膚
に
接
す

る
こ
と
で
起
き
ま
す
。
カ
イ
ロ
は
就

寝
時
に
は
使
用
し
な
い
、
湯
た
ん
ぽ

や
あ
ん
か
は
布
団
が
暖
ま
っ
た
ら
取

り
出
し
、
電
気
毛
布
は
高
温
で
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

暖
房
器
具
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、

取
扱
説
明
書
等
で
製
品
の
使
用
上
の

注
意
を
よ
く
読
む
こ
と
が
大
切
で

す
。　低

温
や
け
ど
は
水
で
冷
や
す
だ
け

で
は
効
果
は
な
く
、
見
た
目
よ
り
重

症
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
暖
房
器
具

等
を
使
用
し
た
後
で
、
痛
み
や
か
ゆ

み
な
ど
の
違
和
感
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

事例
ア
ド
バ
イ
ス

茨城県
消費生活センター

ご相談は
全国共通ダイヤル

「消費者ホットライン」
（イヤヤ！泣き寝入り！）☎188

お近くの消費生活相談窓口、
又は国民生活センターをご案
内します。

第3回

　今
回
は
「
お
口
の
機
能
の
維
持
・

向
上
」
に
つ
い
て
で
す
。

　秋
・
冬
は
温
か
い
お
鍋
が
美
味
し

い
季
節
で
す
。「
食
べ
る
」
こ
と
は
、

単
に
栄
養
を
摂
る
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
私
達
の
生
活
を
豊
か
な
も
の
に

す
る
こ
と
で
す
。

　で
も
、
加
齢
と
と
も
に
、
今
ま
で

何
の
苦
労
も
な
く
出
来
て
い
た
「
食

べ
る
」こ
と
が
、少
し
困
難
に
な
っ
て

き
て
し
ま
い
ま
す
。

　「お
口
の
機
能
」
に
は
、
こ
の
他

に
「
話
す
」「
呼
吸
す
る
」
な
ど
生

命
の
根
幹
に
関
わ
る
大
切
な
機
能
が

あ
り
ま
す
。
表
の
嚥
下
障
害
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
つ
で
も
☑
が
付
い
た
時
に
は
、
早

速
、
嚥
下
障
害
予
防
の
た
め
の
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

〈
実
践
！

　お
口
回
り
の
筋
訓
練
〉

①
む
せ
る

　お
腹
に
手
を
当
て
て
腹
筋
を
使

い
、
勢
い
よ
く
咳
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。「
む
せ
る
」こ
と
は
、気
管
に
入
っ

た
異
物
を
吐
き
出
す
大
切
な
防
御
反

応
で
す
。

②
筋
肉
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

　唇
を
閉
じ
た
ま
ま
、
２
〜
３
回
、

頬
を
膨
ら
ま
し
た
り
、
緩
め
ま
す
。

次
に
口
を
大
き
く
開
け
て
舌
を
動
か

し
、引
っ
込
め
、舌
を
左
右
に
２
〜
３

回
動
か
し
ま
す
。
唇
が
見
え
な
く
な

る
ま
で
出
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

1974（昭和49）年東京歯科大学
卒業。1976（昭和51）年古河市内
に小野寺歯科医院開業。2013（平
成25）年、2014（平成26）年と母
校・東京歯科大学にて摂食嚥下リ
ハビリテーション科に専修科生と
して入局。摂食嚥下リハビリテー
ション学会会員。茨城県歯科医師
会介護担当理事。

小野寺 鏡子さん

嚥下障害チェックリスト
□ 口の端から食べ物がこぼれる
□ 口の端からよだれが出る
□ 飲み込みが悪くなった
□ むせる、咳き込む
□ 食べ物がのどにつまった感じがする
□ 息が鼻からもれる
□ 飲み込んだときに声がかすれる
□ 食事の時間が長くなる
□ 味の好みが変わる

16
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わくわくセンターだより

第21回茨城県健康福祉祭
いばらきねんりんスポーツ大会

　市町村代表者による高齢者のスポーツの祭典「いばらきねんりんスポーツ大会」を、10月11日㈫、ひた
ちなか市笠松運動公園を会場として開催いたしました。
　競技には、ゲートボール、クロッケー、ペタンク、グラウンド・ゴルフ、輪投げの５種目があり、32
市、10町、２村あわせて44市町村から154チーム、約1,300人が参加して行われました。選手の皆さん
は秋晴れの中、元気に腕を競い合いました。
　なお、ゲートボール、ペタンクの優勝チーム、グラウンド・ゴルフの６位までの入賞者については、茨
城県代表として、「第30回全国健康福祉祭あきた大会（ねんりんピック秋田2017）」へ参加していただく
予定です。

クロッケー

ゲートボール

輪投げ

グラウンド・ゴルフ

ペタンク

城里町磯野チーム
（城里町）

優　勝

第5位

竜ヶ崎ドラゴンズ
（龍ヶ崎市）

長松友の会
（ひたちなか市）

加藤　敏行
（古河市）

菅野　幸枝
（土浦市）

龍ヶ崎ふれあい
（龍ヶ崎市）

西内郷ほのぼの会
（笠間市）

準　優　勝

第6位第4位

舟２のぞみクラブ
（東海村）

城里町阿波山チーム
（城里町）

山崎　勇
（行方市）

青葉　敏明
（つくば市）

船玉チーム
（筑西市）

鶴沼
（石岡市）

第３位

笠間みずほ
（笠間市）

成沢第６クラブ
（日立市）

廣川　静治
（ひたちなか市）

高倉友和会
（常陸太田市）

西木倉長寿会
（那珂市）

敢　闘　賞

チーム取手
（取手市）

和楽会
（大洗町）

萩庭　常男
（土浦市）

古間木同笑会D
（常総市）
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茨城県選手団名簿（敬称略）

団長 小林由士郎（（福）茨城県社会福祉協議会常務理事 兼 茨城わくわくセンター長）
副団長 杉山順彦（茨城県保健福祉部長寿福祉課課長）
卓　球 「いばらきばら」佐々木和雄　酒井 茂　佐々木進　氏橋まさ子　山本暁美　佐藤千恵子
テニス 「茨城県」山崎 総　西村友惠　岩永久美子　渡辺正信　神谷国男　今井壽二郎
ソフトテニス 「茨城」永井良一　青木 正　寺門恵子　石井啓子　荒井真理子　吉田眞一
ソフトボール 「日立シニアクラブ」鈴木安昭　小森利朗　柴田勝男　松下好宏　
 瀧 次男　岩間 忠　鴨志田信義　谷口 豊　高橋義弘　田村 克　
 中野吉蔵　町田修身　舩田芳數　大久保津義　椎名恵一
ゲートボール 「あけぼの」広瀬美代　荒井清介　小野寺晟　古川美恵子　
 中里 正　矢野百合子
 「伊奈グリーンズ」井上美恵子　一関鉄美　一関正子　関口君江　倉田弘子　小田島清高
 「ストロング取手」霧生秀明　山口 武　石川 弘　山崎きみ子　大木君江　清水なつえ
ペタンク 「城南クラブ」老沼文男　太田繁夫　篠原せつ子　大羽 勇
マラソン  菅谷 隆　須藤由子　坂本文男
弓道 「茨城県チーム」根本僖哉　寺本貞光　越川春江　佐藤至學　
 矢崎一男　髙橋政行　大友 実　沖田紀子
剣道 「茨城県」大塚則夫　宮﨑正雄　石井 修　瀧 雅巳　德村康秀　
 佐藤和男
グラウンド・ゴルフ  久野悦子　大塚武夫　高橋年男　大島勝夫　大川清一　三上光雄
太極拳 「オアシス」塚原加代子　小村正子　目黒恵子　藤井洋子　小座間昌枝　中川昌子　
 渡辺政子　米山はる江
ソフトバレーボール 「ミックスキャンディー」長嶋正明　卜部信夫　川上研一　戸川明美　大塚啓子　海老原洋子
サッカー 「ドリーム水戸シニアFC」山﨑壽夫　河原井邦雄　池田 孝　田山利行　前澤良明　小池昌巳　
 三村修一　佐藤 満　箕輪雄資　桑野二夫　伊藤 晃　石川岩夫　髙 勇　大井義弘　菊地 保　
 小野瀬和夫　鍋谷栄昭　柳生紀雄　渡辺渡
水泳 大貫三知雄　中村 暁　小池康隆　佐藤政春　山口由美　松井幸子　堀江八千代　岩原房子
ダンススポーツ  松浦 剛　松浦直美　稲葉 浩　阿部正子　平沢一夫　平沢惠子　広澤正一　広澤良子
バウンドテニス 「ふじしろBTC」直井正男　目黒 勝　川村宮祥　鈴木和之　阿左美京子　庄司美智子　
 岡田安江　飯岡待子
囲碁 「黄門チーム」山中 計　後藤建夫　常井幸子
将棋 「水戸黄門一行チーム」野口義美　松本良夫　青柳明男
健康マージャン 「茨城ドラゴン」塩野目文夫　梅影源壽　森尻幸子　佐々木満

船
で
し
か
訪
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
秘
境

茨城県大洗から自然豊かな南の島へ

～東洋のガラパゴスと呼ばれる奇跡の楽園～

にっぽん丸で航く

小笠原クルーズ
世 界 自 然 遺 産

2017年6月19日㈪～6月23日㈮【4泊5日】
大洗～父島（小笠原諸島）～大洗　　募集人員200名

茨城県知事登録旅行業2-628号　日立埠頭株式会社
国内旅行業務取扱管理者  寺門 達也
茨城県日立市みなと町14-1　営業時間 9:00～18:00（土・日・祝は休日）  0120-330-525

●お問い合わせ・お申し込みは 日立ポートサービス～船旅のエキスパート～
旅行企画
実　　施
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高齢者はつらつ百人委員会活動紹介

　県西地域百人委員会は、北部地区と南部地区に分かれて活動して
います。今年度の事業計画は北部地区・南部地区各15件と多種内容
で健康・生きがいづくりを主眼に活動を進めています。
　北部地区は12月中旬に「しめ縄づくり講習会」を予定しています。
この事業は百人委員会OBの協力を得て藁づくりの準備から始まりま
す。苗づくり、田植え、稲の管理、稲の青田刈り、天日干し乾燥、
暗い所で保管し藁すぐりをして、しめ縄つくりの材料準備が完了し
ます。講習会当日は参加者に指導をいただき、緑色のしめ縄を完成
させ、うれしそうに持ち帰ります。
　南部地区では、はつらつ美術展、地域芸能祭、グラウンド・ゴルフなどの事業実施計画があります。中で
も、はつらつ美術展は書道、竹工芸、陶芸、その他工芸、写真、日本画、洋画と計137点の力作揃いで、観
衆も感心しきりでした。
　また、11月５日には第11回健康パークゴルフ大会を「紬の里結城パークゴルフ場」で開催され、128名の
参加者があり大変好評でした。県西地域百人委員会では、委員自身の健康維持と地域の方々の健康年齢を高
めようと頑張っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関根　伸年　記）

県西地域

　県南地域百人委員会は、平成28年度登録委員80名のもと、地域別
に３つ（Ａ、Ｂ、Ｃ）のグループに分け、組織強化を図りました。Ａ
グループは、石岡、土浦、かすみがうら市方面（30名）。Ｂグループ
は、つくば、取手、守谷市方面（23名）。Ｃグループは、牛久、龍ヶ
崎、稲敷市方面（27名）です。
　また、今年広報に力を入れるべく、従来の広報担当を広報部へ昇
格させ、募集要員の確保や、ホームページ立ち上げによる当百人委
員会の情報共有化や、ＰＲの強化を図りました。事業については、
委員会主催による事業と各グループが企画する事業があります。委員会主催事業については、今年で16回目
を迎えたグラウンド・ゴルフ大会で、500人を超えるグラウンド・ゴルフ愛好者が一同に集まって行う大会
です。参加者の協力により素晴らしい大会を開催する事ができました。また、第８回県南県西合同ウォーキ
ングが、間もなく開催されます。これも予定では100人近くの参加者が見込まれています。
　各グループ事業については、20以上の事業が実施、計画されております。内容的には、麻雀大会、各種
ウォーキング、歌声喫茶、歴史探訪、サイクリング等種々様々です。特に花の撮影ハイキング、みかん狩り
ツアー、紅葉トレッキング等に人気が集中しました。ただここ１～2年、事業計画そのものが減少傾向にあ
り、マンネリ化の様を呈してきています。
　当百人委員会が、「生きがいづくり」「健康づくり」「仲間づくり」の3本の柱を掲げ、邁進してきましたが、
今後どう変化し、進んでいくかは、分かりません。ただ今まで築きあげてきた先輩方の方法、過程から事業
に対する委員間の相互の信頼、協力、一体感が大きな鍵となる事は疑いありません。そこに期待します。

（倉持　健　記）

県南地域

　
茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
で
は
、
競
技
者
、
環
境
に
合
わ

せ
て
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」の

普
及
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
競
技

者
の
年
齢
や
体
力
、
競
技
環
境
に
合
わ
せ
、
気
軽
に
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
気
軽
に
楽
し
み
、
気
軽
に
運
動

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
理
事
・
県

南
支
部
長
・
坂
本
保
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
◆

　
坂
本
さ
ん
は
か
す
み
が
う
ら
市
在
住
で
す
。
商
事
会
社
を

定
年
退
職
後
、
第
二
の
人
生
の
過
ご
し
方
を
模
索
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、元
々
ス
ポ
ー
ツ
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

２
０
０
３
年
、
わ
く
わ
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
養
成
講
習

会
を
受
講
後
、
推
進
員
の
認
定
を
受
け
、
５
人
の
仲
間
と
共

に
健
康
維
持
増
進
と
生
き
が
い
を
求
め
て
、
同
ク
ラ
ブ
に
入

会
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る「
わ
く
わ
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
養
成
講
習

会
」の
他
、
各
地
区
で
交
流
大
会
や
体
験
教
室
を
開
催
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
拡
大
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

　「
元
気
で
す
か
？
　
昨
晩
は
早
く
床
に
お
つ
き
で
し
た

か
？
　
熟
睡
す
る
と
疲
れ
が
残
ら
な
い
で
す
よ
」と
参
加
者

に
呼
び
掛
け
る
坂
本
さ
ん
。
11
月
18
日
に
か
す
み
が
う
ら
市

の
多
目
的
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
た「
わ
く
わ
く
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
推
進
養
成
講
習
会
」に
は
、
つ
く
ば
市
、
小
美
玉
市
、

か
す
み
が
う
ら
市
な
ど
か
ら
10
名
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
、
参
加
者
一
人
一
人
と
心
の
こ
も
っ
た
触
れ
合

い
を
大
切
に
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
フ
ラ
ン
ス
発
祥

の
競
技
・
ペ
タ
ン
ク
の
楽
し
さ
を
伝
授
。
参
加
者
は
、２
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
和
や
か
に
ゲ
ー
ム
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し

た
。
坂
本
さ
ん
は
、「
ど
ん
な
競
技
で
も
基
本
動
作
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
基
本
で
す
。
自
分
に
合
っ
た
長
続
き
で
き
る
競
技

を
見
つ
け
て
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　
坂
本
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
仲
間
や

地
域
の
方
々
が
宝
物
だ
と

い
い
ま
す
。
い
ば
ら
き

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
は
ペ
タ
ン
ク
種
目

で
の
決
勝
戦
で
、
95
歳

の
女
性
選
手
に
出
会
い

ま
し
た
。
堂
々
と
し
て
、

若
々
し
く
輝
い
て
い
て

プ
レ
ー
す
る
姿
に
は
大

変
感
動
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
の

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
参

加
し
て
い
る
時
は
、
足
・

腰
の
傷
み
を
忘
れ
、
医
者
に
か
か
る
の
が
遠
の
き
、
毎
日
が

凄
く
楽
し
い
」と
い
う
言
葉
に
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
と
の
こ
と
。

　
現
在
は
、
娘
家
族
と
二
世
帯
、
７
人
家
族
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
ほ
か
に
、
水
彩
画
研
究

会
、
料
理
研
究
会
、
家
庭
菜
園
、
夕
食
づ
く
り
な
ど
、
彩
り

豊
か
な
第
二
の
人
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。「
得
意
料
理
は
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
や
野
菜
炒
め
。
妻
と
一
緒
に
共
働
き
の
娘
夫
婦

を
応
援
し
て
い
ま
す
」。

　
今
年
で
74
歳
。
今
後
の
目
標
は
３
つ
あ
る
と
い
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
毎
年
水
彩
画
の
作
品
を
年
賀
状
に
掲
載
す
る
こ

と
。
２
つ
目
は
、
料
理
教
室
で
学
ん
だ
自
慢
の
品
を
家
族
に

食
べ
さ
せ
る
こ
と
。
３
つ
目
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ペ
タ

ン
ク
競
技
を
通
じ
て
、
県
内
外
の
大
会
に
参
戦
し
、
健
康
増

進
・
仲
間
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
す
。
２
０
１
９
年
の
茨
城

国
体
で
開
催
さ
れ
る
ペ
タ
ン
ク
競
技
の
一
層
の
普
及
拡
大
を

し
て
い
き
た
い
と
声
を
大
に
し
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ
く

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
理
事
・
県
南
支
部
長

　
　

  

坂
本　

保 

さ
ん

心
と
心
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
教

え
て
い
る
坂
本
さ
ん
＝
か
す
み
が
う
ら
市
の
多
目
的
運
動
公
園

わ
く
わ
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
養
成
講
習
会

　
　教
え
て
！
元
気
講
師（
第
七
回
）

参加者の競技を優しく見守る坂本さん（左）

い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
、
ペ
タ
ン
ク
の
審
判
員
を
つ

と
め
た
坂
本
さ
ん
＝
10
月
11
日
、

ひ
た
ち
な
か
市
の
笠
松
運
動
公
園



20

わくわくセンターだより

高齢者はつらつ百人委員会活動紹介

　県西地域百人委員会は、北部地区と南部地区に分かれて活動して
います。今年度の事業計画は北部地区・南部地区各15件と多種内容
で健康・生きがいづくりを主眼に活動を進めています。
　北部地区は12月中旬に「しめ縄づくり講習会」を予定しています。
この事業は百人委員会OBの協力を得て藁づくりの準備から始まりま
す。苗づくり、田植え、稲の管理、稲の青田刈り、天日干し乾燥、
暗い所で保管し藁すぐりをして、しめ縄つくりの材料準備が完了し
ます。講習会当日は参加者に指導をいただき、緑色のしめ縄を完成
させ、うれしそうに持ち帰ります。
　南部地区では、はつらつ美術展、地域芸能祭、グラウンド・ゴルフなどの事業実施計画があります。中で
も、はつらつ美術展は書道、竹工芸、陶芸、その他工芸、写真、日本画、洋画と計137点の力作揃いで、観
衆も感心しきりでした。
　また、11月５日には第11回健康パークゴルフ大会を「紬の里結城パークゴルフ場」で開催され、128名の
参加者があり大変好評でした。県西地域百人委員会では、委員自身の健康維持と地域の方々の健康年齢を高
めようと頑張っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関根　伸年　記）

県西地域

　県南地域百人委員会は、平成28年度登録委員80名のもと、地域別
に３つ（Ａ、Ｂ、Ｃ）のグループに分け、組織強化を図りました。Ａ
グループは、石岡、土浦、かすみがうら市方面（30名）。Ｂグループ
は、つくば、取手、守谷市方面（23名）。Ｃグループは、牛久、龍ヶ
崎、稲敷市方面（27名）です。
　また、今年広報に力を入れるべく、従来の広報担当を広報部へ昇
格させ、募集要員の確保や、ホームページ立ち上げによる当百人委
員会の情報共有化や、ＰＲの強化を図りました。事業については、
委員会主催による事業と各グループが企画する事業があります。委員会主催事業については、今年で16回目
を迎えたグラウンド・ゴルフ大会で、500人を超えるグラウンド・ゴルフ愛好者が一同に集まって行う大会
です。参加者の協力により素晴らしい大会を開催する事ができました。また、第８回県南県西合同ウォーキ
ングが、間もなく開催されます。これも予定では100人近くの参加者が見込まれています。
　各グループ事業については、20以上の事業が実施、計画されております。内容的には、麻雀大会、各種
ウォーキング、歌声喫茶、歴史探訪、サイクリング等種々様々です。特に花の撮影ハイキング、みかん狩り
ツアー、紅葉トレッキング等に人気が集中しました。ただここ１～2年、事業計画そのものが減少傾向にあ
り、マンネリ化の様を呈してきています。
　当百人委員会が、「生きがいづくり」「健康づくり」「仲間づくり」の3本の柱を掲げ、邁進してきましたが、
今後どう変化し、進んでいくかは、分かりません。ただ今まで築きあげてきた先輩方の方法、過程から事業
に対する委員間の相互の信頼、協力、一体感が大きな鍵となる事は疑いありません。そこに期待します。

（倉持　健　記）

県南地域
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わくわくセンターだより

シニアマスター新規登録紹介

団体名・個人名 提供内容 これまでの活動等 活動地域

杉山　博茂
（阿見町在住）

手作りベーコン、
ハム、ソーセージ
の作り方指導

　豚肉のかたまりを目の前で解
体・整形し、ベーコン・ハム・
ソーセージを作ります。また、燻
製器を持参しデモンストレーショ
ンを行います。

　ハムメーカーに就職し、ドイ
ツ・ハイデンベルク食肉学校を
終了しました。阿見町や稲敷市
の公民館で、指導を行っていま
す。

県内
どこでも

鈴木　勝治
（笠間市在住）

安全運転の指導

　事故を起こさないための安全な
運転方法を教えます。

　長年に亘り自動車学校の教官
として指導してきました。教習
指導員の資格を活かし、地域活
動に貢献したいと思っています。

笠間市
周辺

石岡市
シルバーリハビリ
体操指導士会
（石岡市）

シルバーリハビリ
体操の指導

　介護予防などのシルバーリハビ
リ体操を指導します。104名の会
員全員がシルバーリハビリ体操指
導者の資格を有しています。

　市内の公民館、集会場など
65ヶ所で活動を行っています。
会場別に日程をセットし、年間
90日程度活動しています。

石岡市内

宮崎　郁子
（那珂市在住）

籐工芸の実践指導

　籐材料を使い、かご・屑入れな
どの日用品や季節の小物（正月飾
り、お雛様など）を作ります。皮
籐を染色し、ブローチ・ペンダン
トなどのアクセサリー、バッグ、
花かごなどを作ります。

　水戸市の公民館で籐手芸講
座の講師として指導を行いま
した。市内の公民館や小学校、
デイケア施設で籐工芸の指導を
行っています。

水戸・
那珂市
周辺

小松崎　勉
（桜川市在住）

スクエアステップの
指導

　スクエアステップは、スポーツ
医学や健康体力学等の科学的根拠
に基づくエクササイズです。高齢
者の転倒予防、要介護化予防、認知
機能向上などに効果があります。

　スクエアステップ指導員の資
格を持ち、毎月２回転倒予防、
認知症予防を目的とした定例練
習会を開催し、スクエアステッ
プの指導を行っています。

県西

日立市
シルバーリハビリ
体操指導士会
（日立市）

シルバーリハビリ
体操の指導

　中高年者を対象に、介護予防体
操の指導・普及活動を行っていま
す。健康寿命を伸ばし、健康長寿
を目指した活動を行っています。

　地区公民館や交流センター等
を会場に、リハビリ体操教室
を開催しています。市内105ヶ
所の会場で年間延180回指導を
行っています。

県北

種子島　秀子
（結城市在住）

中国語（漢語）
教室

　日常生活用語や旅行中の会話な
ど中国語をわかりやすく教えま
す。初心者レベルから始め、授業
は日本語で行います。

　中国の中等師範学校を卒業
し、教員資格を有しています。
結城市内の会場で毎月２回「中
国語会話入門」講座を行ってい
ます。

県西

阿見町
シルバーリハビリ
体操指導士会
（阿見町）

シルバーリハビリ
体操の指導

　関節の運動範囲を拡大するとと
もに筋肉を伸ばすことを主眼とす
る体操で、立つ・座る・歩くなど
の日常生活を営むための訓練にも
なります。

　「みんな一緒！　元気でがん
ばりましょう」を合言葉に活動
しています。公民館などの集会
施設を会場に、高齢者の健康増
進運動として体操の普及推進に
努めています。

阿見町
周辺

　　皆さんの行う地域活動に「シニアマスター」を利用しませんか。県内に活動拠点のある団体ならどなたでも利用できます。
　本号では秋季号以降新たに登録されたシニアマスターを紹介します。

　シニアマスターとは豊富な経験や知識などを持つ高齢者で、県の「元気シニアバンク」に登録されたボランティアです。
利用に当たって謝金は必要ありません。ただし交通費や材料費などは依頼者の負担になる場合があります。
　詳しくは、茨城わくわくセンターへお問い合わせください。

  ～「茨城シニアマスター」とは～



（座席数：36席／最大乗船人数：46名）

茨城県中央メーデーで熊本地震のカンパ
活動を行ないました（2016.5.1）

鹿島港内一周見学船
「ユーリカ」好評運航中!!

水戸プラザホテル

わくわく事業推進サポーター

わくわくセンターが支援をいただいている法人会員の
企業案内を4回に分けてご紹介します。

法人会員の
ご紹介 第47回

日本労働組合総連合会茨城県連合会
（略称：連合茨城）

水戸市梅香2-1-39　茨城県労働福祉会館４階
TEL029-231-2020　フリーダイヤル 0120-154-052
URL http://ws1.jtuc-rengo.or.jp/ibaraki

　連合（日本労働組合総連合会）は、686万人の働く仲間が
加盟する労働組合の全国中央組織で、茨城では約13万8千
人が加盟しています。連合茨城は労働運動を通じ組合員を
はじめ全ての働く仲間の幸せと共に、事業や自治体、さら
には地域の発展を求めていま
す。雇用と暮らしを守る取り組
みを進めていますので、長時間
労働・残業代未払い・パワハラ
や労働組合づくりなどのご相談
はお電話下さい。月に1度、無
料法律相談も行っています。

水戸市梅香2-1-39　
TEL029-231-3503　URL http://www.ib-rofuku.or.jp/

「連帯と協働でつくる安心・共生の福祉社会」を目指して
　当協議会は1963年（昭和38年）に働く仲間の福祉、経済
　的・社会的地位の向上を目指し設立されました。
　活動をご案内します。
◆ライフサポート（くらしなんでも相談）
　昨年度は766件のご相談が寄せられました。
　＜☎0120－786－184＞
◆いばらき出会いサポート
　センター（婚活相談）
　茨城県との共同運営です。
　累計1,300組のご成婚が
　ありました。
　＜☎029－224－8888＞

鹿島埠頭株式会社
神栖市東深芝8番地
TEL0299-92-5551　URL http:/www.kashimafuto.co.jp/

　当社は、鹿島港を中心に大型船舶の安全な入出港をサポ
ートする曳船事業や公共埠頭の
管理運営、倉庫事業等を行って
います。また、一般の方がより
港に親しんでいただけるよう鹿
島港を一周する見学船を運航し
ています。皆さまのご乗船をお
待ちいたしております。

＜鹿島港内一周見学船のご案内＞
◆運航ダイヤ　【個　人】土日祝日のみ運航　13：30～14：15（45分間）
　　　　　　　【団　体】15名様以上で臨時運航いたします。（要予約）
◆乗船運賃　　【個　人】大人1,240円　小人620円
　　　　　　　【団　体】大人1,120円　小人560円
◆乗り場　 　　茨城県神栖市東深芝12　港公園そば

株式会社伊勢甚本社
水戸市泉町3-1-28　第2中央ビル7F 
TEL029-227-3411   FAX029-231-9953

　伊勢甚グループは、1949年（昭和24年）の会社設立以
来、「お客様第一主義」の経営姿勢のもと、県内に水戸プ
ラザホテルを始め、様々なスタイルの結婚式場、その他シ
ョッピングセンター、レストランなど、多岐に亘る事業を
展開しております。これ
からも、創業精神である
「人の和＝輪」を大切
に、常にお客様の声に耳
を傾け、多様化する生活
ステージにおいて、期待
以上の「価値」を創造・
提供するという変革に挑
戦して参ります。

神栖市大野原4-7-11
TEL0299-95-5511（代）　URL http://www.ekch.jp/

　当社は、鹿島地域の発展に伴う計画的な都市開発と近代
的な生活環境の整備を目的に、昭和44年7月に「緑の都市
を創造する公共的ディベロッパー」として、茨城県、鹿島
地域の2市（鹿嶋市、神栖市）、立地企業、金融機関等に
より設立されました。ホテル・不動産業を通し、鹿島地域
の計画的な都市づくりに
携わってきた当社の役割
に基づき、都市機能の充
実や賑わいの拠点づくり
に努めるとともに、まち
づくりの一翼を担ってま
いります。

一般社団法人 茨城県労働者福祉協議会

鹿島都市開発株式会社
鹿島セントラルホテル
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わくわくセンターが支援をいただいている法人会員一覧
（平成28年12月１日現在）順不同

◆取扱協力店等一覧

募
集
し
て
い
ま
す
！
わ
く
わ
く
事
業
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

（申込み・問合わせ先）　　社会福祉法人  茨城県社会福祉協議会　茨城わくわくセンター
　　　　　　　　　 　〒 310 ー 8586  水戸市千波町 1918　TEL029（243）8989　FAX029（244）4652

閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏閏

区　分 取扱い協力店及び施設 割　引　等

旅 行
会 社

ジェイティービー
法人営業水戸支店
TEL029（225）5233

・海外パック「ルック」3％
・国内パック「エース」3％
　（添乗員付きコース限定）
　事前に電話連絡してください

東武トップツアーズ
水戸支店

・海外パック「VITA」5％
・「I

,
LL」5％、「CLASSE」・「AVA」3％

・国内ツアー「トップツアー」3％

日本旅行
水戸支店

・海外企画「マッハ」5％
 「ベスト」3％
・国内企画「赤い風船」3％

名鉄観光サービス
水戸支店

・海外旅行「パノラマツアー」3％
・国内旅行「ジャンボマーチ」3％

時計店
㈱石川時計店
水戸市泉町 2-3-9
TEL029（224）5811

割引率　宝石類 20％、時計
20％（一部除外品有り）

メガネ
店

グレイス メガネのプリンス
水戸市梅香 2-2-45 朝日ビル1F
TEL029(300)5517

メガネレンズ・フレーム 20％
補聴器10％の割引

宿 泊
施 設

大子温泉　やみぞ
久慈郡大子町矢田 524-2
TEL02957(2)1511

平日に限り、
お一人様一泊 500 円の割引
サービス

（休日前及び年末年始を除く）

鹿島セントラルホテル
神栖市大野原 4-7-11
TEL0299(95)5511

通常料金の 10％割引
（年末年始を除く）

日本郵政㈱かんぽの宿大洗
東茨城郡大洗町磯浜町 7986-2
TEL029(267)3191

お1人様一泊二食付料金から
500 円の割引サービス

（宿が指定する特別宿泊プラ
ン、特定日を除く）

娯 楽
施 設

㈱ラクスマリーナ
土浦市川口 2-13-6
TEL029(822)2437

ホワイトアイリスの通年料金
（大人）の 15% 割引
カヌー・小型ヨット等の各レ
ンタル料金の 10% 割引

文 化
施 設

茨城県立県民文化センター
水戸市千波町東久保 697
TEL029(241)1166

いばらき文化振興財団が主催
する公演について 5％割引

区　分 取扱い協力店及び施設 割　引　等

文 化
施 設

徳川ミュージアム
水戸市見川 1-1215-1
TEL029(241)2721

団体料金適用

徳川ミュージアム分館 西山荘
常陸太田市新宿町 590
TEL0294(72)1538

団体料金適用

仏壇仏具
石 材 店

㈱ツカサ
水戸市千波町 2770-43
TEL029（291）3488

仏壇・仏具石材価格及び石材
工事全般の 10％割引

画材店
㈲アート・スペース・ナカタニ
ひたちなか市表町 12-3
TEL029（275）0133

絵 画 材 料 10 ％ 以 上（ 油 絵
具 20 〜 30％）割引、額縁
15％割引、額縁レンタル

新しくなりました‼
わくわく事業推進サポーター

　茨城わくわくセンターは県や市町村、民間企業などの幅広い協力を得
ながら、明るく活力ある長寿社会を目指し、高齢者を対象として、生き
がいと健康づくり、趣味、教養活動の促進に関する事業を展開していま
す。事業の充実を図るためご支援をいただく「わくわく事業推進サポー
ター制度」を設けておりますので、サポーターにご加入いただき、わく
わくセンターへのご支援をお願いいたします。
■サポーター会費（年会費）
　法人・団体：一口５万円以上
　個人：３千円（夫婦会員は2人で４千円）※加入月割引あり
■サポーター特典
①総合情報誌「わくわくライフいばらき」をお届けします。（年４回）
②わくわくセンターが実施する各種講座、日帰り研修旅行等のご案内
を差し上げます。

③わくわくセンター会員対象、日帰り研修旅行の実施。
④わくわくセンターが実施するイベント等の参加割引を受けること
ができます。

　・わくわく美術展出展料（無料）　・わくわく元気アップ講座受講料
　・ニュースポーツ推進員養成講習会受講料
⑤わくわくセンターの取扱い協力店及び施設の割引サービスを受け
ることができます。
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■特別法人会員
㈱常陽銀行 水戸市南町2−5−5
損害保険ジャパン日本興亜㈱ 水戸市南町2−4−46
茨城県農協三連 水戸市梅香1−1−4
新日鐵住友㈱ 鹿嶋市光3番地
㈱筑波銀行 筑波市竹園1−７
㈱ JTB 水戸市宮町2−3−2
水戸信用金庫 水戸市城南2−2−21
中央労働金庫 水戸市大町2−3−30
㈱デベロ 水戸市酒門町1744−2
㈱ KNT ツーリスト 水戸市宮町2−4−33
㈳茨城県建設業協会 水戸市大町3−1−22
茨城県建設業協同組合 水戸市大町3−1−21
㈱日立製作所 日立市幸町3−1−1
マニュライフ生命保険㈱ 水戸市城南3−10−17
三井住友海上火災保険㈱ 水戸市三の丸1−1−24
㈱東日本銀行 水戸市泉町2−3−2
㈱西武百貨店 つくば市吾妻1−7−1
ニッセイ同和損害保険㈱ 水戸市南町2−6−18
東京電力㈱ 水戸市南町2−6−2
茨城県信用組合 水戸市大町2−3−12
鹿島東部コンビナート懇話会 神栖市東和田34−2
鹿島臨海工業地帯西部地区企業連絡会 神栖市東深芝16−8
波崎地区企業連絡会 神栖市砂山26

■法人会員
㈱伊勢甚本社 水戸市泉町3−1−28
茨城倉庫㈱  水戸市木葉下町字冨士山292−22
㈱吉田石油 水戸市笠原町1502
関彰商事㈱ つくば市二の宮1−23−6
NTT 東日本茨城支店 水戸市大町3−3−5
㈱茨城新聞社 水戸市笠原町978－25
冨士オフセット印刷㈱ 水戸市根本3－1534－2
㈱清水商店 大洗町磯浜町177
茨城県歯科医師会 水戸市見和2−292−1
鹿島都市開発㈱ 神栖市大野原4−7−1
鹿島埠頭㈱ 神栖市東深芝8
筑波都市整備㈱ つくば市竹園1−2−1
㈳茨城県薬剤師会 水戸市笠原町978−47
㈳茨城県看護協会 水戸市緑町3−5−35
山三印刷㈱ 水戸市河和田町4433−33
いばらき印刷㈱ 東海村村松3115−3　 
水戸ヤクルト販売㈱ 水戸市谷津町1−35
老人保健施設「エバ−グリ−ン」 茨城町若宮393−1　 
老人保健施設「ライブリーライフ那珂」 那珂市菅谷605−2
医療法人社団桜水会筑波病院 つくば市大角豆1761
㈶日立平和台霊園 日立市諏訪町1030
連合茨城 水戸市梅香2−1−39
自治労茨城県本部 水戸市桜川2−3−30
電機連合茨城地方協議会 ひたちなか市堀口832−2
㈳茨城県労働者福祉協議会 水戸市梅香2−1−39
一般財団法人 関東陸運振興センター 水戸市住吉町292−10
レッドホースコーポレーション㈱ 水戸市城南2−9−12第3プリンスビル2F
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白菜 …………………………200g
鶏挽き肉 ……………………150g
　葱 ……………………… ５cm
　生姜汁 ……………………小１
　卵 …………………… １/２個
　塩 …………………… 小１/４
　醤油 ………………………小１
　片栗粉 ……………………大１
長葱 …………………………１本
しめじ ……………………… 50g
豆腐 …………………… １/４丁
春菊 ………………………… 80g
人参 …………………………適量
昆布 ……………………… ５cm
　水 ……………………３カップ
　酒 …………………………大１
　塩 …………………… 小１/２
　醤油 ………………………大１
　みりん ……………………大１
柚子の皮 ……………………少々

クッキングスクールネモト主宰  根本悦子

材料（2人分） 作り方

アドバイス

DATA(１人分)

白菜と肉団子の鍋

　寒さが厳しくなるほど、ます
ます美味しい冬野菜。中でも白
菜は、土の養分を蓄え、寒さに
耐え、霜にあたると繊維が柔ら
かくなり甘さを増すのです。糖
質が少なくカロリーが低いので
ダイエット向きです。（100g当

たり14kcal）ビタミンＣは大根
に並んで多く、漬物なら乳酸菌
も一緒にとることができます。
鍋料理、煮込み料理は柔らかく
沢山いただけるので、便秘、高
脂血症や糖尿病の予防にも役立
ちます。現代の日本人にとって
生活習慣病を予防する格好の食
材といえます。

①白菜はそぎ切りする。
②鶏挽き肉は卵、調味料を混ぜ、
団子に丸める。
③長葱は斜めに切る。人参は花
型に抜く。
④鍋に昆布、水を加えておく。
火にかけて②を入れて煮る。

①、葱、しめじ、春菊、人参
を入れて煮込む。調味料を加
えて味を整える。
⑤柚子の皮をちらす。
※好みでポン酢をつけていただ
いてもよい。
※白菜は茹でて、春菊を中心に
巻き、一口大に切って使用し
てもよい。

カロリー
塩分

237kcal
2.5g

高血圧、糖尿病予防に！
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③峠への道

②こんにゃく畑⑤二段峠登山口

⑧恋人峠 ⑪ツクバネの実④里の景観⑨白木山山頂⑦尾根沿いのもみじ

⑩集落遠景

①日本の里 100 選記念碑⑥広葉樹林

白
しら

木
き

山
さん

（616.2ｍ）

「
日
本
の
里
１
０
０
選
」に
選
ば
れ
た
秘
境
の
山

【常陸太田市】

　
白
木
山
は
奥
久
慈
男
体
山
の
東

側
に
あ
り
、
山
容
は
小
さ
い
が
、

気
に
な
る
存
在
の
山
で
あ
る
。
男

体
山
と
白
木
山
の
間
に
は
、「
日
本

の
里
１
０
０
選
」に
選
ば
れ
た
持

方
集
落
が
あ
る
。

　
国
道
４
６
１
号
線
沿
い
の
入
合

か
ら
南
下
し
て
、
二
段
峠
を
越
え

る
と
集
落
に
入
る
。
山
あ
い
の
静

か
な
里
で
あ
る
。「
す
い
ふ
恵め

ぐ

海み

の

森
」広
場
に
は
、
駐
車
場
と
ト
イ

レ
が
、
整
備
さ
れ
て
お
り
、「
関
東

の
秘
境
持
方
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」と
書
か
れ
た
案
内
板
や
日
本

の
里
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
記
念

碑
が
た
っ
て
い
る
。

　
麓
の
斜
面
で
蒟
蒻
芋
を
掘
り
だ

し
て
い
る
ご
夫
婦
に
出
会
っ
た
。

持
方
の
蒟
蒻
は
在
来
品
種
の
蒟
蒻

芋
な
の
で
、
弾
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
登
山
口
は
、
来
た

道
を
１
㌔
ほ
ど
戻
っ
た
二
段
峠
に

あ
る
。
取
付
き
は
急
で
あ
る
が
５

㍍
ほ
ど
上
る
と
、
な
だ
ら
か
な
尾

根
道
に
な
る
。
道
の
北
東
側
は
檜

林
で
南
西
斜
面
は
広
葉
樹
が
多

い
。
落
ち
葉
を
踏
み
な
が
ら
の
山

歩
き
は
こ
の
季
節
の
楽
し
み
で
あ

る
。
幹
ま
わ
り
が
１
㍍
を
超
え
る

と
思
わ
れ
る
山
桜
も
何
本
か
あ

り
、
春
先
の
花
び
ら
が
散
る
頃
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
小
高
い
ピ
ー
ク
を
い
く
つ
か
越

え
て
行
く
と
、
山
頂
直
下
の
鞍
部
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③峠への道

②こんにゃく畑⑤二段峠登山口

⑧恋人峠 ⑪ツクバネの実④里の景観⑨白木山山頂⑦尾根沿いのもみじ

⑩集落遠景

①日本の里 100 選記念碑⑥広葉樹林

こんにゃく作り体験教室
期間：10月から6月
場所：常陸太田市上高倉町持方集会所
問い合わせ先：須賀川宅　Tel.0294-87-0388

日本体育協会公認山岳コーチ
日本山岳協会自然保護指導員
NHKカルチャー水戸教室講師
生涯学習センターの講座やカルチャー
スクール等で、生涯スポーツ『安全登山』
の普及啓発活動をしている。

お薦めの場所

問
い
合
わ
せ
先

　

常
陸
太
田
市
商
工
観
光
部
観
光
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９
４（
７
２
）８
０
７
１

　

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
文
化
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９
４（
７
２
）３
２
０
１

資
料

　

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
文
化
課
発
行

　
　

白
木
山
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

　
　

関
東
の
秘
境
持
方
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

協
力

　

常
陸
太
田
市
上
高
倉
町　

須
賀
川
悦
久 

様

に
出
る
。
恋
人
峠
と
書
か
れ
た
道

標
が
目
に
入
っ
た
。
そ
の
昔
、
峠

を
越
え
て
、
湯
沢
・
持
方
方
面
と

小
生
瀬
地
区
の
若
者
の
交
流
が
あ

っ
た
と
い
う
。
な
ん
と
も
微
笑
ま

し
い
名
前
を
付
け
た
も
の
だ
。
国

土
地
理
院
の
地
形
図
上
に
も
峠
道

が
記
さ
れ
て
い
る
。
峠
か
ら
里
方

向
を
う
か
が
っ
て
み
た
が
、
踏
み

跡
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
も

う
、通
う
人
も
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

昔
々
の
物
語
に
心
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

な
が
ら
、
緩
や
か
な
道
を
登
る
と

す
ぐ
に
急
な
斜
面
に
な
る
。
標
高

差
は
30
㍍
ほ
ど
で
あ
る
が
、
身
体

が
暖
ま
る
頃
に
は
頂
上
に
着
く
。

頂
上
手
前
で
、
ツ
ク
バ
ネ
を
見
つ

け
た
。
羽
根
つ
き
の
羽
根
の
よ
う

な
実
を
つ
け
て
い
て
面
白
い
。
山

頂
に
は
４
等
三
角
点
が
あ
り
、
北

西
か
ら
南
方
向
に
か
け
て
の
展

望
が
開
け
て
い
る
。
目
の
前
に
は

男
体
山
、
遠
く
に
は
八
溝
連
峰
が

望
め
る
。
そ
の
ま
ま
南
西
方
向
に

進
ん
で
も
下
山
で
き
る
が
、
い
き

な
り
急
な
下
り
に
な
る
の
で
、
来

た
道
を
戻
っ
た
ほ
う
が
楽
で
あ

る
。

　
今
は
紅
葉
の
季
節
だ
が
、
や
が

て
葉
が
落
ち
る
と
、
も
っ
と
見
通

し
が
よ
く
な
る
。
冬
枯
れ
の
尾
根

道
を
歩
き
、
平
家
伝
承
の
残
る
山

里
を
散
策
す
る
の
も
一
興
で
あ
る
。

（
11
月
14
日
取
材
　
菅
谷
政
宏
）

菅谷 政宏さん

月居観音堂

月居山
登山道
入口

袋田の滝

商店

大池
島新池

馬頭尊道標

平沢官衙遺跡

小池

白滝

葵の滝

白木山

恵海の森

恵海の森

工事中

大子町

持方

男体山

竜神峡

武生林道

安寺

至安寺

竜神川

入合
上
高
倉
町

下
高
倉
町

里
美
地
区

下浅間神社

宝篋山
山頂
宝篋印塔

五輪塔

慈悲の滝
五条の滝

裏山池

要害展望所

ザル池

新池

地蔵菩薩
立像宝筐山

小田休憩所

大師堂の
お地蔵さま

総合体育館

北条新田入口

月居峠

月居城跡

月居
古道

七曲り登山道

極楽寺コース

小田城コース

月居
トンネル

コース
登山道

車道

❶

●

●
●●

❶

❷

❺
❸

❹

❻
❼

❽

11❾

P
P

P

WC

WC

WC

WC

WC

P

P

WC

❷
10

◎恵海の森駐車場　約1.3ｋｍ 二段峠 1.1ｋｍ 山頂
（登り75分、下り60分）

◎月居峠 150m 観音堂
（登り・下り5分）

◎月居峠 250m 月居山
（登り15分・下り10分）

◎月居峠 1.2km 七曲り登山口
（登り40分・下り30分）

125

461

33

◎新池一周 270m 
◎大池一周 541m 
◎小池一周 235m 

全体図

拡大図

至入合

二段峠登山口

恋人峠

白木山山頂

461

■ ウオーキング コース



　

栃
木
県
益
子
町
で
修
行
し
た
後
、
旧
常
澄
村
に
築
窯
し

独
立
。
や
が
て
旧
御
前
山
村
の
風
景
に
魅
せ
ら
れ
て
移
り

住
ん
だ
。「
人
と
同
じ
で
は
い
や
」
と
い
う
性
格
か
ら
、
制

作
に
お
い
て
も
人
が
や
ら
な
い
技
法
に
魅
か
れ
、
10
年
ほ

ど
前
か
ら
陶
土
に
よ
る
透
か
し
彫
り
に
没
頭
し
て
き
た
。

御
前
山
産
の
粘
土
か
ら
透
か
し
彫
り
に
適
し
た
陶
土
を
調

合
し
、
そ
の
風
合
い
を
生
か
し
た
独
自
の
作
風
を
完
成
さ

せ
た
。
透
か
し
彫
り
の
魅
力
を
生
か
す
た
め
に
オ
ブ
ジ
ェ

に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
作
風
が
広
が
っ
た
。

　

陶
芸
家
と
し
て
の
活
動
も
自
分
流
で
、
無
所
属
を
貫
い

て
き
た
。
土
と
の
対
話
を
楽
し
み
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

気
付
き
を
道
し
る
べ
と
し
て
、
自
分
だ
け
の
道
を
歩
ん
で

い
る
。

陶芸

米川 利夫さん
（常陸大宮市）

手づくりの 界世

い
ば
ら
き
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◎応募方法

読者プレゼント

米川 利夫さんより

「茶香炉」を2名様

　希望者は、はがきに住所、氏名、年齢、職業、電話番号、本
誌をどこで読んだか、面白かった記事、今後読んでみたい記事
を明記して、
〒310ー8586　水戸市千波町1918　社会福祉法人　茨城県
社会福祉協議会　茨城わくわくセンター「読者プレゼント」係
まで、申し込んでください。

★締め切りは1月31日（消印有効）です。次回号に当選者を発
表いたします。なお、応募した個人情報は目的以外に使用しま
せん。

秋号（123号）  石川 修さんの「ストール」の当選者
・東小川美津子さん（水戸市）　・沼田和子さん（常陸太田市）

陶房ときわ
〒311-4503
常陸大宮市野口3246の5
TEL・FAX0295（55）3626


